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　ネンブタール麻酔下のネコ17匹を用い、水平
半規管神経刺激に応答する抑制性前庭核ニューロ
ンの局在と軸索投射様式を調べた。11個の第一・
頸下伸筋運動ニューロンから細胞内記録した。こ
のニューロンは同側の水平半規管刺激により2シ
ナプス性IPSPが、同側外転神経核刺激により
単シナプス性IPSPが発生した。　IPSPのピ
ークが重なるように両刺激の間隔を調節して刺激
したところ、IPSPの全体または一部分が吸収
され算術和とはならなかった。また8個の外転神
経運動ニューロンかち細胞内記録した。このニュ
ーロンは工員の水平半規管から2シナプス性IP
SPが、同型第一頸髄伸筋運動核刺激により単シ
ナプス性IPSPが発生した。両刺激にIPSP
を同時に発生させたところ全体または一部分が吸
収された。すなわち水平半規管系前庭核ニューロ
ンは同側外転神経運動ニューロンと同側第一照照
伸筋運動ニューロンの両運動ニューロンを直接抑
制していることになる。同年水平半規管刺激に単
シナプス性に応答した30個の前庭核ニューロン
かち細胞外記録し、軸索投射様式を同側外転神経
核と同側第一写譜伸筋運動核を微小電流刺激し解
析した。18個のこ」t・一塁ンが両運動核刺激に逆
行性に応答し、軸索を眼運動系と脊髄運動系へ伸
ばすニューロンであった。また8個のニューロン
は同側第一頸髄伸筋運動核刺激に応答し、同側外
転神経核刺激に応答しない前庭一頸ニューロンで
あった。4個のニューロンは同側外転神経核刺激
に応答し、同側第一頸髄室筋運動核刺激に応答し
ない前庭一動眼ニューロンであった。これち3群
の抑制性水平半規管系前庭核ニューロンはおもに
内側核の吻側部に存在していた。
　男性ホルモンは生殖行動に関係する球海綿体筋運
動ニューロンの発育、維持に重要な役割を持ってい
ることが近年明らかにされつつある。今回、球海綿
体筋運動ニューロンの形態のどの部分が男性ホルモ
ンの影響を受けるかを調べた。成熟オスラットを去
勢後、一方の群にはテストステロン入りのチューブ
（テストステロン処置群）、他の群には、空のチュー
ブ（去勢群）を慢性的に埋めこんだ。1ヶ月後、ネ
ンブタール麻酔下で、球海綿体筋神経の電気刺激に
よって運動ニューロンを逆行性に同定し、細胞内に
西洋わさび酵素（HRP）を注入した。　HRP染色
後、球海綿体筋運動ニューロンを三次元再構築し、
定量的解析を行った。去勢群の細胞体の断面積は、
テストステロン処置群の値に比べて有意に小さい値
を示し、これまでの報告と一致した。樹状突起の全
長（一個の細胞の樹状突起の長さを総てたし合わせ
た値）と細胞体の断面積との関係をみると、去勢群
の多くのニューロンは、樹状突起の全長、細胞体と
もにテストステロン処置群の値より小さい所に分布
し、去勢により樹状突起の長さがわずかに減少する
ことが考えられた。樹状突起の全表面積と細胞体の
断面積との関係においても上と同様の結果が得られ、
樹状突起の表面積も去勢により減少することが考え
られた。更に樹状突起起始部の直径を調べたところ、
去勢群の値はテストステロン処置群よりも有意に小
さくなっていた。樹状突起起始部の長さは鶏群で差
が無いことから、樹状突起の表面積の減少は少なく
とも近位樹状突起で起こることが示唆された。また
樹状突起の末端部に、成熟動物の他の運動ニューロ
ンには通常見られないGrowth　Coneが、正常群とテ
ストステロン処置群の全例で妬い出された。一方去
勢群では、1／4の細胞でGrowth　Coneが無いか、ある
いはほとんど見られなかった。以上の結果は、成熟
した後にも樹状突起が可塑的に変化し得ること、ま
た男性ホルモンがこの可塑的変化に影響を及ぼすこ
とを示唆する。
（15）
